
低入札価格調査制度と最低制限価格制度について 
  

■ 低入札価格調査制度 

総合評価方式で入札を行う工事において、「評価値」の最も高かった業者の入札

額が「調査基準価格」を下回る価格で入札があった場合、工事の適正な履行が可

能かどうか調査を実施する制度です。  
なお、「失格基準価格」を下回った場合は、調査は実施せず失格となります。  
  

■ 最低制限価格制度  

入札額が「最低制限価格」を下回った場合は、失格となります。  
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